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第
五
十
八
号

（
平
目

・
6
）

幕
末
の
熊
本
藩
儒
辛
島
蘭
軒
に
つ
い
て

大
島
明
秀
、 熊

本
県
立
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会

成
富
な
つ
み



幕
末
の
熊
本
藩
儒
辛
島
蘭
軒
に
つ

は
じ
め
に

第
六
代
熊
本
藩
主
細
川
重
賢

（一

七
二
0
1
八
五
）
が
、
い
わ
ゆ
る

「
宝
暦
の
改
革
」
の
一
環
と
し
て
宝
暦
五
年

（一

七
五
五
）
に
設
立
し

た
藩
校
時
習
館
は
、
後
に
福
岡
藩
藩
校
甘
築
館
の
総
受
持
に
就
い

た
亀
井
南
漠

（一

七
四
三
i
一
八
一
四
）
が
、
そ
の
箸
「
肥
後
物
語
」

（一

七
八
一
自
序
）
で
絶
賛
す
る
ほ
ど
の
教
育
施
設
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
文
政
四
年

（一

八
二
二

時
習
館
教
授
に
就
任
し
た

辛
島
塩
井

（一

七
五
四
1
一
八
三
九
）
は
、
そ
の
他
藩
主
の
侍
講
を
務

め
た
り
、
幕
命
に
よ
り
昌
平
餐
で
講
義
を
行
う
な
ど
華
々
し
い
経
歴

を
有
す
る
こ
と
も
あ
り
今
日
ま
で
そ
の
名
が
周
知
さ
れ
る

一
方
で
、

そ
の
次
男
蘭
軒

（一

八
O
六
1
八
五
）
に
つ
い
て
は
、
時
習
館
訓
導
に

就
任
し
た
儒
者
で
あ
り
な
が
ら
も
従
来
の
研
究
史
で
着
目
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

こ
の
蘭
軒
に
関
す
る
史
料
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
既
に

「肥
後
先

哲
偉
蹟
』
に
活
字
化
さ
れ
た
も
の
に
加
え
、
新
た
に
熊
本
県
立
大
学

い
て

大
島
明
秀
、

成
富
な
つ
み

に
書
簡
四
点
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
代
々
の
辛
島
家
に

関
す
る
史
料
が
松
橋
収
蔵
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
て

い
る
。
以
上
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
こ
れ
ま
で

看
過
さ
れ
て
き
た
幕
末
明
治
の
儒
者
辛
島
蘭
軒
に
着
目
し
、
そ
の
史

料
を
整
理
紹
介
し
な
が
ら
、
現
時
点
で
判
明
し
て
い
る
事
実
を
提
示

す
る
こ
と
で
あ
る
。
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一

辛

島
蘭
軒
の
略
歴

蘭
軒
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は

『肥
後
先
哲
偉
蹟
」
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
鎌
田
景
弼
撰
の
碑
銘
に
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
撰
者
に

つ
い
て
説
明
し
て
お
く
と
、
天
保
十
三
年

（一

八
四
二
）
現
熊
本
市

古
京
町
の
二
百
石
取
り
の
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
、
十
四
歳
で
時
習
館

に
入
学
し
た
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
学
校
党
と
し
て
参
政
し



た
後
、
東
京
裁
判
所
判
事
、
高
知
裁
判
所
所
長
、
佐
賀
県
初
代
権

令
、
佐
賀
県
知
事
を
歴
任
し
た
人
物
で
あ
る
。
以
下
、
碑
銘
を
引
用

す
る
。［

史
料
①
］
蘭
軒
辛
島
先
生
碑
銘

碩
拳
鴻
儒
之
家
、
箕
装
相
継
、
紹
述
父
祖
之
遺
業
者
、
世
不
多

見
駕
、
而
若
西
肥
古
賀
氏
、
我
肥
辛
島
氏
、
又
所
最
希
観
也
、

古
賀
精
里
先
生
、
以
心
拳
稿
、
徴
矯
幕
府
博
士
、
其
子
弟
多
以

文
挙
問
、
辛
島
盟
井
先
生
亦
膳
徴
、
講
経
於
昌
平
皐
、
蘭
軒
先

生
鴛
其
令
子
、
亦
長
文
筆
、
鴬
府
皐
訓
導
、
余
時
年
十
六
七
、

就
其
門
聴
講
経
義
、
知
其
矯
累
世
名
儒
、
心
窃
欽
慕
、
既
而
世

運
一
嬰
、
余
鞍
掌
王
事
、
不
遼
寧
慮
、
近
承
乏
佐
賀
豚
令
、
始

得
熟
聞
精
里
先
生
、
及
穀
堂
伺
を
父
子
之
造
事
、
又
感
其
矯
名

家
、
因
謂
辛
島
古
賀
二
氏
、
丙
肥
之
儒
家
、
而
東
西
娘
其
美
、

不
亦
偉
乎
、
辛
島
氏
上
世
居
豊
前
園
辛
島
村
、
因
篤
氏
、
蘭
軒

先
生
十
世
祖
、
議
春
種
、
徒
肥
後
熊
本
、
其
子
議
春
久
、
孫
春

次
、
皆
以
庭
士
著
、
春
次
子
惟
明
、
始
以
儒
食
俸
於
本
落
、
有

所
著
肥
後
古
城
考
壮
一寸
書
若
干
巻
、
其
後
世
々
相
縫
、
皆
篤
文
拳

師
、
其
最
以
正
撃
碩
徳
著
者
、
矯
盟
井
先
生
、
先
哲
之
誌
銘
備

失
、
不
待
後
輩
喋
喋
也
、
其
技
也
、
蘭
軒
先
生
猶
幼
、
於
是
養

藩
士
岩
越
貞
銀
以
矯
嗣
、
而
先
生
承
之
、
先
生
矯
人
廉
正
剛

直
、
有
上
執
政
書
数
篇
、

一言
皆
剖
切
、
頗
篤
流
俗
所
忌
、
行
年

八
十
以
病
技
、
賢
明
治
十
八
年
四
月
廿
五
日
也
、
令
子
舞
古
紙
、

馳
書
佐
賀
、
属
余
誌
其
墓
、
鳴
呼
余
在
二
十
五
年
前
、
列
名
門

下
、
義
不
可
以
僻
、
乃
傘
其
梗
概
、
係
以
銘
、
銘
目
、
有
斯
父

祖
、
有
斯
子
孫
、
作
之
述
之
、
累
世
名
門
、
従
五
位
鎌
田
景

弼
撰

こ
こ
か
ら
窺
え
る
の
は
、
蘭
軒
が
文
学
に
長
じ
て
い
た
こ
と
、
時

習
館
の
訓
導
で
あ
っ
た
こ
と
、
廉
正
剛
直
な
性
格
で
非
常
に
適
切
な

意
見
を
述
べ
、
卑
俗
な
も
の
を
嫌
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
で

あ
る
。
ま
た
、
辛
島
氏
の
先
祖
が
豊
前
国
辛
島
村
出
身
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
、
初
代
春
種
が
熊
本
に
移
り
、

二
代
春
久
、

三
代
春
次
を

経
て
、
四
代
惟
明
の
代
で
初
め
て
藩
儒
と
な

っ
た
こ
と
や
、
蘭
軒
が

幼
く
し
て
父
塩
井
を
失
く
し
岩
越
貞
銀
の
養
子
に
な
っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
明
治
一
八
年

（一

八
八
五
）
四
月
廿
五
日
、
辛
島
家

第
十
代
蘭
軒
は
病
気
に
よ
り
齢
八
十
で
鬼
籍
に
入
っ
た
。

さ
て

『肥
後
先
哲
偉
蹟
』
に
は
、
先
に
挙
げ
た
碑
銘
に
加
え
、
蘭

軒
の
行
状
を
め
ぐ
る
二
点
の
補
足
史
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
う
ち
の

一
つ
は
「
辛
島
氏
家
系
」
を
出
典
と
し
て
い
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
松
橋
収
蔵
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
辛
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島
家
資
料
」
の
う
ち
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
縦
一
七
・
五
×
横
八
・

O

糎
、
折
本
仕
立
て
の
装
丁
で
、
表
紙
に
朱
書
打
付
で
「
辛
島
氏
家

系
」
と
外
題
が
記
さ
れ
、
「
辛
島
家
系
」

（遺書）

と
の
内
題
を
有
す

る
。
内
容
は
、
辛
島
家
初
代
春
種
の
父
浄
阿
嫡
か
ら
十
二
代
ま
で
を

掲
載
し
た
家
譜
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら

『肥
後
先
哲
偉
蹟
』
に
は

一

文
し
か
引
用
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
こ
で
改
め
て
蘭
軒
に
関
連
し

た
箇
所
の
全
文
を
引
用
す
る
。

［
史
料
②
］

十
代

知
喜

詳
知
喜
。
名
喜
。
｛
子
叔
陽
。
号
蘭
軒
。
称
多
喜
次
。
後
喜
改

稽
。
知
雄
二
男
母
和
田
氏
。
文
化
三
年
丙
寅
七
月
朔
日
生
。

天
保
五
年
六
月
襲
禄
班
番
士
。
十
二
年
四
月
為
時
習
舘

句
讃
師
。
以
疾
辞
矯
。
十
四
年
十
一
月
為
穿
盤
役
俵
員
。

弘
和
元
年
十
二
月
為
正
員
。
嘉
永
六
月
賜
公
章
上

下
服
。
三
年
十
月
免
職
。
班
番
士
。
安
政
二
年
六
月
為
時
習

舘
訓
導
仮
員
。
十
二
月
為
正
員
。
班
物
頭
列
。
四
年
二
月

賜
紬
縞
干
次
局
。
六
年
十
一
月
賜
公
章
羽
二
重
砲
。
文

久
元
年
命
管
居
寮
生
。
三
年
十
二
月
賜
銀
若
干
子
次

局
。
元
治
元
年
十
二
月
賜
銀
若
干
子
次
局
。
慶
腰
元
年

十
月
賜
公
章
木
綿
袷
外
套
。
十
二
月
賜
銀
若
干
於
次

局
。
二
年
六
月
穂
川
尻
作
事
監
。
同
月
又
聴
所
々
監
。

班
如
故
。
四
年
正
月
藩
改
制
。
罷
所
々
監
官
。
因
賜
公
章
細

抱
免
職
。
間
四
月
致
仕

室

【牛
島
氏
、
離
別
、
】

室

｛田
中
氏
、
名
晩
稲
、
田
中
元
勝
女
、
嘉
永
二
年
己
酉
八
月

十
二
日
卒
、
年
二
十
九
、
葬
子
万
日
山
先
必
一之
側
、
法
誼
影
照

院
晩
稲
妙
周
、
】

室

【園
氏
、
名
千
亀
、
園
久
兵
衛
妹
、
】
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「
辛
島
氏
家
系
」
に
は
蘭
軒
の
経
歴
が
簡
潔
に
示
さ
れ
て
い
る
。

第
一
に
、
文
化
三
年

（一

八
O
六）
、
蘭
軒
が
誕
生
し
た
こ
と
が
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
［
史
料
①
］
の
年
代
と
矛
盾
し
な
い
。
な

お
、
塩
井

（知
雄
）
の
次
男
で
、
母
が
和
田
氏
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ

ら
に
離
別
や
死
別
な
ど
で
三
人
の
女
性
を
喪
っ
た
こ
と
な
ど
が
新
た

な
情
報
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
蘭
軒
が
務
儒
と
し
て
の
経
歴
、
す
な
わ
ち
藩
校
時
習
館

の
句
読
師
と
訓
導
を
歴
任
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
句
読
師
と
は
、
時

習
館
内
に
あ
る
句
読
斎
に
お
い
て
四
書
五
経
の
素
読
を
教
え
た
教
師

の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
訓
導
は
時
習
館
内
の
講
堂
尊
明
閣
で
小



学
、
近
思
録
、
四
書
五
経
な
ど
の
会
読
を
担
当
し
た
。
『
熊
本
藩
役

職
者
一
覧
』
に
よ
れ
ば
、
蘭
軒
は
天
保
一
二
年

（
一
八
四
二
四
月

九
日
か
ら
同
年
七
月
一
一
六
日
ま
で
句
読
師
を
、
時
代
は
下
っ
て
安
政

二
年
（
一
八
五
五
）
六
月
二
七
日
か
ら
慶
応
二
年

（一

八
六
六
）
六
月

一一一
日
ま
で
訓
導
を
務
め
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
［
史
料
②
］
の
内

容
と
一
致
す
る
。

な
お
、
引
用
文
に
登
場
す
る
「
居
寮
生
」
と
は
、
尊
明
閣
の
生
徒

の
う
ち
前
途
有
望
の
秀
才
と
門
閥
の
子
弟
約
二
十
五
人

（を
選
出
す

る
制
度
）
を
差
し
、
文
久
元
年

（一

八
六
二
、
訓
導
で
あ
っ
た
蘭
軒

は
こ
れ
ら
を
管
理
す
る
立
場
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

第
三
に
、
蘭
軒
が
藩
儒
以
外
の
経
歴
、
す
な
わ
ち
番
士
、
穿
盤

役
、
川
尻
作
事
監
、
所
々
監
官
な
ど
の
役
職
に
就
い
た
こ
と
が
明
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
穿
整
役
と
は
刑
法
方
に
お
い
て
司
法
に
当

た
っ
た
役
の
こ
と
で
あ
る
。『
熊
本
藩
役
職
者
一
覧
』
に
よ
れ
ば
、

蘭
軒
は
天
保
一
四
年

（
一
八
四
三）

一
一
月
二
六
日
か
ら
嘉
永
三
年

（一

八
五
O
）

一
O
月
一
五
日
ま
で
穿
整
役
を
務
め
た
と
さ
れ
る
が
、

こ
れ
も
［
史
料
②
］
と
矛
盾
し
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
川
尻
作
事
所
は
造
船
を
中
心
に
藩
庁
の
各
役
所
や
施

設
の
建
造
を
行
っ
て
い
た
役
所
で
あ
っ
た
が
、
蘭
軒
が
就
い
た
と
さ

れ
る
川
尻
作
事
監
と
は
そ
の
目
付
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

所
々
監
官
と
は
所
々
目
付
の
こ
と
で
、
蘭
軒
は
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）

六
月
一
二
日
か
ら
同
四
年
一
月
二
五
日
ま
で
務
め
て
い
る
。

加
え
て
、

「肥
後
先
哲
偉
蹟
』
に
は
出
典
未
詳
な
が
ら
も
う
一
点

補
足
史
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
引
用
す
る
。

［
史
料
③
］

七
代

【先
祖
は
青
渓
及
盟
井
停
に
あ
り
】
辛
島
多
喜
次
右
大
士
口

養
子
に
て
候
、
天
保
五
年
六
月
二
十
九
歳
に
て
父
へ
被
下
置
候

御
知
行
、
難
矯
新
知
多
喜
次
儀
萎
術
心
懸
宜
候
付
、
無
相
違
家

屋
敷
共
被
下
置
、
御
番
方
被
仰
付
、
天
保
十
二
年
四
月
時
習
館

句
讃
師
被
仰
付
、
同
年
七
月
痛
所
に
付
願
之
通
時
習
館
句
読
師

御
免
、
同
十
三
年
九
月
病
気
快
復
に
付
、
御
番
方
に
組
替
、
同

十
四
年
十
一
月
御
穿
整
役
嘗
分
、
同
十
五
年
十
二
月
右
本
役
、

弘
化
三
年
五
月
多
喜
次
養
母
儀
、
男
姑
存
生
中
事
方
宜
、
兼
々

親
類
陸
敷
、
家
事
之
世
話
行
届
病
気
介
抱
等
至
而
懇
に
有
之
、

一
慢
心
得
方
宜
様
子
委
達
尊
聴
、
奇
特
之
儀
被
思
召
上
、
御
紋

附
御
袷
一
被
下
置
、
嘉
永
元
年
六
月
数
年
出
精
相
勤
候
付
、
御

紋
附
御
上
下
一
具
被
下
置
、
同
三
年
十
月
嘗
御
役
被
遊
御
免
御

番
方
、
安
政
二
年
六
月
時
習
舘
訓
導
嘗
分
、
同
年
十
二
月
座
席

御
物
頭
列
、
時
習
館
訓
導
本
役
、
同
六
年
十
一
月
数
年
出
精
相

勤
候
付
、
御
紋
附
御
小
袖

一
被
下
置
、
文
久
元
年
九
月
数
授
助

数
に
加
り
、
居
寮
生
之
儀
専
ら
致
世
話
候
様
被
仰
付
、
慶
腰
元

年
十
月
多
年
出
精
相
勤
候
付
、
御
紋
附
木
綿
御
袷
羽
織
一
被
下
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置
、
慶
懸
二
年
六
月
御
作
事
所
御
目
附
嘗
分
、
川
尻
詰
、
同

十
一
月
右
御
免
、
座
席
持
懸
に
て
所
々
御
目
附
本
役
、
同
四
年

正
月
多
年
出
精
相
勤
候
付
、
御
紋
附
紬
御
綿
入
一
被
下
置
、
嘗

御
役
被
遊
御
免
御
番
方
、
同
年
間
四
月
病
気
に
付
六
十
三
歳
に

て
隠
居
、
八
代
舞
之
允
、
家
督
努
裁
と
改
名

こ
の
史
料
は
、
［
史
料
②
］
の
記
述
を
裏
付
け
、
所
々
で
新
し
い

情
報
を
提
示
し
な
が
ら
、
そ
の
内
容
を
深
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
先

に
［
史
料
②
］
に
基
づ
い
て
蘭
軒
が
「
居
寮
生
」
の
管
理
役
と
な
っ

た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
こ
に
見
え
る
「
居
寮
生
之
儀
専
ら
致
世

話
候
様
被
仰
付
」
と
の
記
述
は
、
そ
の
こ
と
を
さ
ら
に
裏
付
け
て
い

る
。そ
の
他
、
［
史
料
③
］
に
は
蘭
軒
が
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に

家
督
を
相
続
し
た
事
情
と
そ
の
周
辺
事
項
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ

り
、
ま
た
、
句
読
師
を
免
じ
ら
れ
た
背
景
に
は
病
気
が
あ
っ
た
こ

と
、
或
い
は
蘭
軒
の
家
族
に
ま
つ
わ
る
挿
話
や
隠
居
、
数
々
の
褒
章

の
記
録
な
ど
に
つ
い
て
も
少
し
く
語
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
蘭
軒
を

「
七
代
」
と
す
る
な
ど
、
記
述
の
信
恵
性
に
疑
問
が
あ
る
史
料
で
あ

る
こ
と
は
否
め
な
い
。

以
上
、
三
点
の
史
料
か
ら
簡
軒
の
様
々
な
行
状
、
と
り
わ
け
時
習

館
に
関
わ
る
役
職
に
と
ど
ま
ら
ず
、
番
士
や
川
尻
詰
な
ど
儒
者
以
外

の
職
務
も
歴
任
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
最
後

に
、
右
に
挙
げ
た
史
料
に
は
未
記
載
な
が
ら
、
蘭
軒
の
知
行
が
百
石

で
あ
っ
た
こ
と
、
没
後
「
寓
日
山
に
葬
」
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
て
お

。

ノ
ζ

、
二

蘭
軒
の
交
友
関
係

蘭
軒
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
新
出
史
料
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
交
友

関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
以
下
、
四
通
の
書
簡
を
用
い
て
蘭

軒
と
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
を
、
加
え
て
一
通
の
覚
書
か
ら
藩
政
と

の
関
係
性
を
論
じ
る
。
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（
こ
地
域
社
会

熊
本
県
立
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
書
簡
は
、
四
通
と
も
差
出
が

蘭
軒
で
、
い
ず
れ
も
江
上
家
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
江
上
家
は
初

代
又
次
郎
が
御
郡
代
手
付
横
目
に
就
任
し
て
以
来
、
代
々
地
域
の
重

役
に
就
い
た
家
で
あ
る
。
御
郡
代
手
付
横
目
と
は
、
郡
と
村
の
中
間

的
な
行
政
区
画
で
あ
る
手
永
の
警
務
を
担
当
し
た
役
職
で
あ
り
、
手

永
を
統
括
す
る
御
惣
庄
屋
、
手
永
内
に
あ
る
務
所
有
の
山
林
や
薮
を

管
理
し
た
御
山
支
配
役
と
並
ん
で
手
永
三
役
と
呼
ば
れ
た
地
方
の
重

役
で
あ
る
。
以
下
、
各
書
簡
の
全
文
を
引
用
す
る
。



［
史
料
④
］

拝
見
仕
候
先
以
昨
晩
は

御
来
駕
被
成
下
茶
々
寛
々

御
噺
仕
太
慶
奉
存
候
併
何
之

風
情
も
無
御
座
思
召
も

赤
面
仕
候
却
原
倉
村
坪
付

小
前
帳
被
遣
被
仰
下
候
趣

承
知
仕
落
手
仕
候
且
又

御
祝
儀
と
御
座
候
而
見
事
之

御
菓
子
一
箱
被
贈
下
之

干
高
黍
奉
存
候
内
迷
惑

仕
候
何
れ
も
御
礼
宜
申
上
候
様

申
聞
候
い
つ
れ
得
拝
顔

御
礼
可
得
貴
意
候
得
と
も

先
右
貴
答
辿
如
此
御
座
候

以
上正
月
十
八
日
多
喜
次

津
兵
衛
様

尚
々
御
移
り
返
上

仕
申
候
以
上

【図
l

史
料
④
】川町
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切
継
紙
で
成
り
、
法
量
は
縦
一
五
・
一
×
横
七
二
・O
糎
。
宛
先
の

「
津
兵
衛
」
と
は
、
江
上
家
二
代
目
の
江
上
津
兵
衛
の
こ
と
で
あ
る
。

江
上
津
兵
衛
は
現
在
の
玉
名
市
南
東
部
と
玉
東
町
、
天
水
町
及
び
横

島
町
北
部
に
あ
た
る
小
田
手
永
の
御
山
支
配
役
、
現
荒
尾
市
長
洲
町

の
ほ
ほ
全
域
に
あ
た
る
荒
尾
手
永
御
山
支
配
役
、
現
玉
名
市
菊
池
川

流
域
西
側
南
部
一
帯
と
岱
明
町
全
域
及
び
長
洲
町
の
行
末
川
河
口
付

田

近
に
あ
た
る
坂
下
手
永
御
山
支
配
役
を
歴
任
し
た
。

さ
て
、
［
史
料
④
］
の
内
容
は
、
小
田
手
永
に
属
し
た
原
倉
村
の

坪
付
小
前
帳
の
受
取
と
祝
儀
の
御
菓
子
に
対
す
る
御
礼
で
あ
る
。
確

か
に
津
兵
衛
は
文
化
八
年

（
一
八
一
一

）
六
月
十
一

日
に
就
任
し
て

か
ら
、
文
政
四
年

（
一八
二
ニ

正
月
十
一
日
に
荒
尾
手
永
御
山
支

配
役
に
異
動
す
る
ま
で
、
小
田
手
永
御
山
支
配
役
を
務
め
て
い
る
。

た
だ
し
、
文
政
四
年
の
時
点
で
も
蘭
軒
が
ま
だ
十
六
歳
で
あ
っ
た
こ

と
を
勘
案
す
る
と
、
［
史
料
④
］
の
成
立
年
次
は
小
田
手
永
御
山
支

配
役
在
職
時
で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
後
年
と
考
え
る
方
が
整
合
的
で

あ
ろ
う
。

残
り
三
通
の
書
簡
は
一
連
の
関
係
に
あ
る
の
で
、
長
く
な
る
が
続

け
て
引
用
す
る
。

nヨ
q
J
 



［
史
料
⑤
］

近
日
は
兎
角
雨
勝
ニ
而

困
り
入
最
早
速
ニ
快
晴
を

祈
申
候
御
揃
御
清
栄

【図
2

史
料
⑤
】

奉
賀
候
扱
粟
之
儀
ニ
付

先
日
来
追
々
相
願
置
候

通
ニ
候
処
近
日
ハ
頓
斗

種
き
ら
し
大
難
渋
ニ

及
ひ
居
候
間
賞
時
農
繁

之
折
柄
重
畳
御
心
配

之
儀
ニ
御
座
候
へ
共
前
文

之
次
第
二
付
別
段
を
以

一
両
日
中
至
急
ニ
御
付

出
を
被
下
候
様
呉
々
可
然

奉
頼
候
何
れ
番
外
は

其
内
拝
顔
高
々
可
得

御
意
先
右
用
事
迫

相
願
度
早
々
如
此

御
座
候
巳
上

四
月
十
七
日
辛
嶋
多
喜
次

江
上
安
太
様

尚
々
先
日
福
田
迄

頼
造
置
候
色
出
村
地
方

誼
文
之
儀
ハ
御
繁
用
中

願
兼
候
へ
共
何
卒
其
内

急
ニ
御
取
堅
メ
被
下
候
様

是
又
宜
敷
泰
願
候
以
上
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史
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［
史
料
＠
］

霧
雨
降
続
キ
困
り
入
候
事

ニ
而
最
早
快
晴
を
析
申
候

御
揃
御
清
栄
奉
賀
候
担

頃
日
も
相
願
置
候
粟
之

儀
ハ
何
程
ニ
御
座
候
哉
何
れ
此

雨
天
続
キ
二
而
付
出
し
も

成
兼
候
庭
よ
り
延
引
い
た
し
候

儀
と
ハ
存
候
へ
共
私
方
も
近
日
ハ

日
々
一
升
買
ヒ
位
之
事
ニ
而

大
難
渋
ニ
及
居
候
問
少
し

雨
間
御
座
候
ハ
、
急
ニ
御
付
出
を

被
下
度
ケ
様
御
催
促
仕
候
而
ハ

甚
以
御
気
の
毒
之
儀
ニ

御
座
候
ヘ
共
前
文
通
り
不
得
己

次
第
二
付
南
端
御
憐
察

被
下
畏
々
宜
敷
奉
頼
候

先
右
用
事
迄
相
願
度

早
々
如
是
御
座
候
己
上

四
月
廿
五
日

辛
嶋
多
喜
次

江
上
安
太
様

-41一



｛図
4

史
料
⑦
】

J

り
r
zvp
j
T
L

パい
あj
句

4b
，一ワ

予
ρ？
iY
ず
さ

み世’
F
E
JM
W毛
幼

－

J
P
Al－サ供
ぞ
q

・4
勾
i
／

juA
wtF

砂

7
41々
3

p
b科
川
ー
す

Y
，E
L
s
！‘ 

は
約
一
ば
凶

J
／
ら
町
・
1

J

1

・
a
－

y
n
r
？
lu
完
ザ
ム

z
k
f
A
F
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今
季
必
仇

［
史
料
⑦
］

次
第
二
暑
ニ
さ
し
向
候
慮

御
清
栄
奉
賀
候
却
頃
日

相
願
置
申
候
莱
早
速
ニ

御
付
出
を
被
下
誠
二
御
繁
務

之
内
不
軽
御
世
話
ニ
罷
成

悉
候
御
種
之
程
紙
上
ニ

難
尽
御
座
候
何
れ
不
遠

御
出
府
も
可
有
御
坐
一
候
其
節
ハ

何
卒
緩
り
と
一
タ
御
光
駕

可
被
下
何
様
言
上
ニ
而
積
ル

御
嘘
省
内
々
可
得
御
意

先
可
賠
責
文
申
上
候
早
々

巴
上五
月
晦
日
辛
嶋
多
喜
次

江
上
安
太
様

尚
々
尚
又
跡
ハ
七
月

初
旬
比
迫
之
内
御
付
出
を

可
被
下
奉
頼
候

E
地
方

誼
文
等
之
儀
も
被
下
此
上
実
々

宜
敷
泰
頼
候
以
上
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［
史
料
⑤
］
か
ら
［
史
料
⑦
］
は
い
ず
れ
も
切
継
紙
で
成
り
、
法

量
は
そ
れ
ぞ
れ
縦
一
五
・
一
×
横
七
八
・七
糎
、
縦
一
五
・
六
×
横

五
九
・
四
糎
、
縦
一
五
・
七
×
六
一
・

O
糎
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
江
上
安
太
宛
の
書
簡
で
あ
り
、
そ
の
内
容
を

見
る
限
り
三
通
は
一
連
の
関
係
に
あ
る
。
宛
名
の
江
上
家
第
三
代
安

太
は
父
津
兵
衛
の
跡
を
継
い
で
荒
尾
手
永
御
山
支
配
役
と
な
っ
た

後
、
現
在
の
植
木
町
の
ほ
ぼ
全
域
と
鹿
央
町
南
部
に
あ
た
る
正
院
手

永
の
御
惣
庄
屋
を
歴
任
し
て
い
る
。
［
史
料
⑤
］
で
蘭
軒
が
正
院
手

永
内
の
色
出
村
に
お
け
る
証
文
の
「
御
取
堅
メ
」
を
依
頼
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
書
簡
の
成
立
年
次
は
、
｛
女
太
が
正
院
手
永
御
惣

庄
屋
当
分
と
な
っ
た
万
延
元
年

（一

八
六
O
）
四
月
二
六
日
以
降
で
、

明
治
三
年

（一

八
七
O
）
七
月
五
日
に
免
じ
ら
れ
る
ま
で
の
期
間
内

で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。

［
史
料
⑤
］
、
［
史
料
＠
］
の
内
容
は
粟
の
支
援
の
依
頼
で
あ
る
。

四
月
一
七
日
の
時
点
で
「
種
き
ら
し
大
難
渋
ニ
及
ひ
居
候
」
と
あ
る

が
、
支
援
は
す
ぐ
に
は
届
か
な
か
っ
た
よ
う
で
、
四
月
二
五
日
に
は

「
日
々
一
升
貰
ヒ
位
之
事
ニ
而
大
難
渋
ニ
及
居
候
」
と
二
度
目
の
催

促
を
し
て
い
る
。
そ
の
後
無
事
に
支
援
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う

で
、
五
月
晦
日
付
け
の
礼
状
を
し
た
た
め
て
い
る
。

以
上
、

書
簡
か
ら
は
蘭
軒
が
経
済
的
に
江
上
家
を
頼
み
に
し
て
い

た
様
子
が
窺
え
た
。
ま
た
、

津
兵
衛
宛
、
安
太
宛
書
簡
の
い
ず
れ
も

地
域
の
坪
付
帳
や
証
文
と
い

っ
た
話
題
に
触
れ
て
お
り
、
蘭
軒
が
何

ら
か
の
形
で
地
方
支
配
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
点
の
掘
り
下
げ
は
、
さ
ら
な
る
史
料
の
出
現
に
倹
ち
た

’v
 

士
乙
務
政

松
橋
収
蔵
庫
の
「
辛
島
家
文
書
」
に
は
、
蘭
軒
で
は
な
い
筆
跡
で

端
裏
に
「
多
喜
次
江
」
と
墨
書
さ
れ
た
覚
書
が
一
通
存
在
す
る
。
以

下
、
全
文
を
引
用
す
る
。

［
史
料
③
］

覚
当
年
異
国
船
渡
来
之
節
之

惣
奉
行
監
物
被

仰
付
組
共
今
迫
之
請
持
と

三
月
中
引
替
可
申
旨

一
堀
丹
右
衛
門
儀
組
共
受
持
被

仰
付
今
辿
之
議
持
と
一一一
月
中

引
替
可
申
旨

右
之
通
被

仰
付
候
問
此
段
可
承
置
候

一
御
手
当
付
而
諸
達
諸
願
等
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可速達
正被法Z方
月相 ·~及
十達氷延
一候｛長引

日＂以型候
上 フ＂.＇＂市

立者
百手
迫当
筋

法
量
は
縦

一
五
・二
×
横
五
九
・八
糎
。
切
紙
の
覚
書
で
あ
る
。
は

じ
め
に
、

一
つ
自
の
一
つ
書
き
に
あ
る
堀
丹
右
衛
門
は
、
天
保
十
四

年
に
三
十
五
歳
で
三
千
五
百
石
を
襲
禄
し
、
弘
化
元
年

（一

八
四
四
）

一
一
一
月
二
四
日
か
ら
弘
化
二
年
九
月
一
四
日
に
三
番
組
番
頭
に
就
任

し
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
後
弘
化
二
年
九
月
十
四
日
か
ら
嘉
永
六
年

（一

八
五
三
）
一

月

一
五
日
に
か
け
て
用
人
を
、
嘉
永
六
年
一
月
一
五

日
か
ら
慶
応
二
年

（
一
八
六
六
）

八
月
一

O
日
に
か
け
て
六
番
組
備

頭
を
勤
め
た
。
な
お
、
備
頭
と
は
備
組
の
頭
の
こ
と
で
、
備
組
は
戦

時
に
は
藩
の
主
力
戦
闘
部
隊
と
な
り
、
平
時
に
は
幕
府
が
命
じ
る
公

儀
普
請
役
の
組
織
と
な
る
。
ま
た
番
頭
は
備
頭
の
下
で
警
備
に
当
た

甜

る
役
職
で
あ
る
。

次
に
、
史
料
前
半
部
に
登
場
す
る
「
監
物
」
と
は
、
間
違
い
な
く

長
岡
監
物
の
こ
と
で
あ
る
。
長
岡
は
細
川
氏
の
旧
姓
で
、

一
門
の
ほ

か
は
筆
頭
家
老
松
井
氏
と
次
席
家
老
米
田
氏
の
当
主
に
の
み
許
さ
れ

盟た
。
ま
た
、
米
田
氏
当
主
は
代
々
監
物
と
称
す
る
こ
と
が
多
い
た
め

「
長
岡
監
物
」
を
名
乗
る
人
物
は
複
数
存
在
す
る
が
、
［
史
料
③
］
に

場
丹
右
衛
門
の
名
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
長
岡
監
物
は
丹
右

衛
門
と
同
時
代
人
で
あ
る
米
国
是
容
で
あ
る
と
特
定
で
き
る
。

長
岡
監
物
（
米
国
是
容
）
は
文
化

一
O
年

（
一八

二
ニ
）、
一
万
五
千

却

石
の
嫡
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
天
保
三
年

（一

八
三一一）

一
O
月

二
七
日
に
細
川
藩
家
老
に
就
任
し
、
時
習
館
の
改
革
を
図

っ
た
り
、

横
井
小
楠
ら
と
実
学
党
と
呼
ば
れ
る
改
革
派
を
結
成
し
た
り
し
た
。

家
老
就
任
と
同
時
に
三
番
組
備
頭
の
任
に
も
就
い
た
が
、
弘
化
四
年

三
月
五
日
に
家
老
職
を
辞
し
た
後
も
安
政
六
年

（
一
八
五
九
）
八
月

一
O
日
ま
で
備
頭
を
続
け
て
い
る
。
家
老
は
軍
事
、
行
政
上
の
最
上

級
戦
で
あ
り
、
藩
の
中
央
行
政
機
構
で
あ
る

「
惣
奉
行
」
の
相
談
を

受
け
る
最
高
顧
問
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
。
嘉
永
六
年
、
相
州
警

備
を
命
ぜ
ら
れ
た
細
川
藩
主
斉
護
は
、
直
書
を
も
っ
て
監
物
を
相
州

警
備
の
総
帥
に
任
命
し
た
。
細
川
藩
総
帥
と
し
て
相
州
警
備
に
出
陣

し
た
監
物
は
安
政
六
年
八
月

一一

日
に
没
し
、
熊
本
市
坪
井
の
見
性

寺
に
葬
ら
れ
た
。

改
め
て
［
史
料
③
］
を
見
る
と
、
ま
ず
、
「
掘
丹
右
衛
門
儀
組
共

受
持
被
仰
付
今
迫
之
請
持
と
三
月
中
引
替
可
申
旨
」
と
あ
り
、
丹
右

衛
門
が
何
ら
か
の
組
に
属
し
て
い
る
時
期
に
本
史
料
が
成
さ
れ
た
こ

と
が
分
か
る
。
続
い
て
、
「
異
国
船
渡
来
之
節
之
惣
奉
行
」
と
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
監
物
が
軍
事
面
で
の
最
高
職
、
す
な
わ
ち
家

老
で
あ
っ
た
期
間
内
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の

時
期
が
重
な
る
の
は
、
丹
右
衛
門
が
三
番
組
番
頭
に
就
い
て
い
た
弘

化
元
年
一
一
一
月
二
四
日
か
ら
弘
化
二
年
九
月
一
四
日
で
あ
り
、
し
た
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が
っ
て
［
史
料
③
］
の
成
立
年
次
は
弘
化
二
年
正
月
一
一
日
と
推
定

で
き
る
。

覚
書
の
内
容
は
警
備
体
制

（人
事
）
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
誰

が
渡
し
た
の
か
は
定
か
で
な
い
も
の
の
、
少
な
く
と
も
蘭
軒
が
藩
政

に
関
す
る
重
要
情
報
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
が

窺
え
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
新
出
史
料
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
幕
末
の
熊
本
藩
儒
辛
島
蘭

軒
の
生
涯
や
行
状
に
つ
い
て
新
知
見
を
提
示
し
て
き
た
。
ま
ず
、
藩

校
時
習
館
の
句
読
師
や
訓
導
に
任
ぜ
ら
れ
た
一
方
で
、
番
士
、
穿
撃

役
、
川
尻
作
事
監
、
所
々
目
付
な
ど
の
役
職
を
歴
任
し
て
い
た
こ
と

が
判
明
し
た
。

次
に
、
書
簡
を
見
る
限
り
、
蘭
軒
は
江
上
家
と
二
代
に
わ
た
る
親

交
を
有
し
、
経
済
的
な
支
援
を
受
け
て
い
た
よ
う
だ
。
加
え
て
、
江

上
家
に
原
倉
村
の
坪
付
小
前
帳
や
色
出
村
の
証
文
の
「
御
取
堅
メ
」

を
依
頼
し
て
い
る
事
実
に
は
、
蘭
軒
の
地
方
支
配
へ
の
関
与
が
示
唆

さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
藩
の
警
備
体
制
を
め
ぐ
る
覚
書
か
ら
は
、
蘭
軒
が
藩
政

に
関
す
る
重
要
な
情
報
を
入
手
で
き
る
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
っ
た
。

蘭
軒
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
不
明
瞭
な
部
分
が
多
く
、
今
後
も
継
続
的

に
史
料
発
掘
と
行
状
究
明
が
求
め
ら
れ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
に
せ

よ
、
本
稿
で
見
て
き
た
蘭
軒
の
姿
は
、
た
だ
に
儒
学
者
と
し
て
の
み

な
ら
ず

〈政
治
〉
参
画
者
と
し
て
の
様
相
も
呈
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
幕
末
の

（熊
本
）
藩
儒
と
そ
の
学
問
の
有
り
方
を
再
考
す
る

契
機
と
な
ろ
う
。

士占以
下
、
本
稿
で
は
「
辛
烏
」
で
統

一
す
る
。

2

上
村
希
美
雄
「
鎌
田
景
弼
」
項

（『
熊
本
県
大
百
科
事
典
」
、
熊
本
日
日

新
聞
社
、
一
九
八
二
年
）0

3

『
肥
後
先
哲
偉
蹟
」
後
編
（
歴
史
図
書
社
、
一
九
七
一
年
）
、
二
七
九
1

二
人
O
頁
。
な
お
、
表
記
は
底
本
に
従
い
、
改
行
に
関
し
て
は
必
要
に
応

じ
て
体
裁
を
改
め
た
。
［
］
内
の
表
記
は
筆
者
に
よ
る
加
筆
で
あ
る
。
以
下
、

全
て
の
引
用
文
で
同
。

4

前
掲

『肥
後
先
哲
偉
蹟
」
後
編
、
二
八
O
頁
。

5

「
辛
島
氏
家
系
」

（熊
本
県
松
橋
収
蔵
庫
蔵
、
ソ
l

一
一
六
l

三
五
）。

な
お
、
朱
で
記
さ
れ
て
い
る
句
読
点
に
つ
い
て
は
反
映
さ
せ
た
。
ま
た
、

割
注
内
の
記
述
は

｛
】

で
示
し
た
。
以
下
、

全
て
の
引
用
文
で
向
。

6

松
本
雅
明
監
修

『肥
後
読
史
総
覧
」
上
巻

（鶴
屋
百
貨
店
、

一
九
八
三

年
）
、
一

O
O九
頁
。

7

西
山
禎

一
『
熊
本
務
役
職
者
一
覧
」

年
）、
三
八
四
頁
。

8

前
掲
西
山
偵
一
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史
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、

二
O
O七



9

花
立
三
郎
「
時
習
館
」
項

（前
掲

『熊
本
県
大
百
科
事
典
」）
0

ω
『新
熊
本
市
史
」
通
史
編
第
三
巻

（熊
本
市
、
二
O
O
一
年
）
、
二
八
二
頁
。

日

前
掲
西
山
禎
一

『熊
本
務
役
職
者
一
狩
ん
』
、
三
六
三
頁
。

ロ

『新
熊
本
市
史
」
通
史
編
第
四
巻

（熊
本
市
、
二
O
O
三
年
）
、
六

一一一一

ー
六
一
四
頁
。

日
前
掲
西
山
禎
一

「熊
本
藩
役
職
者

一
昨円
一』
、
三
六
O
頁
。

リ
門
前
掲

『肥
後
先
哲
偉
蹟
』
後
編
、
二
八
0
1
二
八一

頁
。

川
藩
政
史
研
究
会
、
二

O
一
O
年
）、
四
九
九
頁
。

凶

前

掲

『肥
後
先
哲
偉
蹟
』
後
編
、
二
七
九
頁
。

げ
花
岡
興
輝

『近
世
大
名
の
領
国
支
配
の
構
造
」（
図
書
刊
行
会
、
一
九
七
六

年
）、
一
四
九
頁
。

同日

『南
関
町
史
」
通
史
上

（南
関
町
、
二
O
O六
年
）
、五
O
八
1
五
O
九
頁
o

m
『角
川
日
本
地
名
大
辞
典
」（
［四
三

熊
本
県
］
、
角
川
書
店
、
一
九
八
七

年
）。
以
降
の
地
名
に
関
し
て
も
本
舎
を
参
照
し
た
。

初
前
掲
花
岡
興
輝

『近
世
大
名
の
領
国
支
配
の
構
造
』
、

一
四
八
頁。

幻
前
掲
花
岡
興
輝

『近
世
大
名
の
領
国
支
配
の
構
造
』
、
一
五
O
頁
。

n
前
掲

『肥
後
読
史
総
覧
」
上
巻
、
七
四
五
頁
。
前
掲
花
岡
興
輝

『近
世

大
名
の
領
国
支
配
の
構
造
』
、

一
五
O
頁
。
な
お
、
安
太
が
御
惣
庄
屋
本

役
と
な
る
の
は
元
治
二
年

（一

八
六
二）

六
月
五
日
で
あ
る
。

幻
「

一
升
買
い
」
と
は
窮
乏
し
た
生
活
を
形
容
し
た
表
現
。

M

「党」

（熊
本
県
松
橋
収
蔵
庫
歳
、
タ
｜
八
三
七

五

）。

お

万

延
二
年
「
慶
順
公
御
書
出
」
（前
掲
西
山
偵
一

『熊
本
務
藩
士
便
覧
」
）、

四
七
二
頁
。

%
前
掲
西
山
禎
一

『熊
本
務
役
職
者
一
昨
丘

幻

前

掲

『新
熊
本
市
史
』
、
四
五
二
頁
。

お

前

掲

『新
熊
本
市
史
』
、
四

一
七
、四
九
O
頁
。

mm

鎌
田
浩
「
長
岡
是
容
」
項

（前
掲

「能
…
本
県
大
百
科
事
典
」）
。

ω
前
掲
鎌
田
浩
「
長
岡
是
容
」
項
。

引

ω

前
掲

『新
熊
本
市
史
』
、
五
四
七
頁
。

ロ
前
掲
西
山
禎
一

『熊
本
藩
役
職
者

一
昨丘、

二
、六
頁。

な
お

『熊
本
務

役
職
者
一
覧
』
に
よ
る
と
、
監
物
は
弘
化
四
年
三
月
五
日
に
家
老
職
を
「
免

死
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
免
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

お

前

掲

『新
熊
本
市
史
』
、
一一一一

1
一一一一

一百円
。

M
A

前
掲

『新
熊
本
市
史
」
、
五
四
七
頁
。

お
前
掲
鎌
田
浩
「
長
岡
是
容
」
項
。

｛付
記
】

書
簡
の
解
読
に
あ
た

っ
て
は
、
手
紙
を
読
む
会

（雅
俗
の
会
）
の
皆
様
の
御

教
示
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
な
お
、
本
稿
は
科
学
研

究
費
補
助
金
基
盤
研
究

（
C
）（
研
究
課
題
番
号
e
Nω
印

N
O
ご
ω

）
の
成
果
の

一
部
で
あ
る
。
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。
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